
615

胸 部 レ線所見 か らみた結 核 と非結 核 との鑑 別点 につ いて

第1報(そ の2)

中 島 丈 夫

結核予防会第一健康相 談所(所 長 渡辺博)

之付 昭 和55年5月12日

III.B群(撒 布性病変 を主 とす るもの)にお ける鑑別点

結核49例,塵 珪 肺23例,慢 性気管枝炎26例,気

管支拡張症11例,サ ル コイ ドージス6例 に ついて検

討 した。

1)病 変 の拡 りと対称性(表4a)

両側 に病変 を有す るものは,慢 性気管枝炎 とサル コイ

ドージスに100%,結 核に82%,気 管支拡張症に44

%で あ り,拡 りがNTAの 中等度以下に 相 当す る 小

範 囲の ものは結核に40%,慢 性 気管枝炎 に32%,気

管 支拡張症 に87%で,塵 珪肺 と サル コイ ドージス に

はない。両 側に対称 的な病変 を有 す るものはサル コイ ド

ー ジスに100%
,塵 珪肺 に95%,慢 性気管枝炎に89

%,結 核 に51%,気 管支拡張症 に22%で ある。

2)撒 布病変 の分布(表4a)

結核では上肺野に 密 が79%,肺 尖 も密 が90%を

占め るに対 し,塵 珪肺 では上肺野 に密 が52%,外 側 に

密 が57%あ り,肺 尖 は粗が85%を 占めて特徴 的で

あ る。慢 性気管枝炎で は下肺野に密が70%,内 側 に密

表4(a)B群:撒 布性病変 を主 とす る もの

が85%,肺 尖 は粗 が100%を 占め,気 管支走 行に撒

布 が一致(63%)し てい る点 も特徴 であ る。 気管支拡

張症 は慢性気管枝炎 とほぼ同 じ傾向 を示す 。サル コイド

ージ スは中肺野に密が67%
,内 側に密が83%,し か

も肺尖は粗(100%)で ある。

3)撒 布巣の大 きさと形(表4a,b)

結核 では撒布巣 の大 きさが平等 の もの48%,粟 粒大

までの もの62%,小 豆大 を主 とす るもの38%あ り,

形 は円い もの43%,不 規則形 の もの52%,撒 布巣の

辺縁に ぼや けの ある もの は34%で やや少 ない。 塵珪

肺では大 きさ 平等80%,粟 粒大 まで70%と 大半 を

占め,形 は円形 ない し不規 則形 で網 状を呈す る もの も5

%あ り,陰 影 にぼやけは み られない。 慢 性気管枝炎 で

は大 きさ平等42%,粟 粒大 まで68%,全 部が不規則

形 ない し索網 状を呈 し,辺 縁 にぼやけあ るものは37%

で あ る。気管支拡張症 では大 きさ平等 の もの少 な く(12

%),小 豆大の ものが55%で 多 く,不 規則形ない し索

網 状が全例にあ り,辺 縁 の ぼやけが67%で もつ と も

多い・サル コイ ドージスでは大 きさ平等67%,粟 粒大

まで67%,円 形33%,不 規則形67%,50%に 辺

縁 のぼや けが み られた。

4)合 併所見 の特徴(表4b)

融合,塊 状像 を 有す る ものは 結核(66%),塵 珪肺

(60%),気 管支拡張症(56%)に 多 く,気 管枝炎(10

%),サ ル コイ ドージス(17%)に 少ない。透亮像 として

は結核 に空洞16%,塵 珪肺 にブ ラ15%,拡 張 症 に

ブ ラ11%が み られ た。撒布巣 の間に 新 旧像 の み られ

る もの は結核 に41%あ りもっ とも多 く,そ の他の 疾

患には少ない。撒布巣に石灰沈 着の混 ざつてい る もの も

結核 に30%で もっ とも多 く,珪 肺で は 卵殻像 を 含 め

て5%に す ぎず,他 疾 患には認 め られない。気腫像 は

気管枝炎 に もつ とも多 く(37%),結 核16%,塵 珪肺

10%,拡 張症11%,サ ル コイドージス0%で あつ

た。肋膜勝腹 は 結核 に18%で やや 多 く,両 側肺門腺

腫脹 は塵珪肺20%と サル コイドージス83%に 特徴

的で あ る。/

5)陰 影の経過(表4b)

経過 の判 明 した ものの うち陰影が減少ない し消失 した
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ものは結核92%と サル コイドー ジス66%に もっ と

も多 く,塵 珪肺(0),気 管枝炎(17%),拡 張症(11%)

等には少な く,不 変が大部分であ る。

表4(b)B群:撒 布性病変 を主 とす るもの

IV.C群(主 として下肺野に 病影 を有 す るもの)に

お ける鑑別点(表5)

1)占 居部位

下肺野の みで,他 肺野に副病影 をみ ない ものは気管支

拡張症91%,中 葉症候群86%,一 過性浸潤86%・

結核60%で,中 ない し上肺野 に も副病巣 のあ るもの

は結核に もつ とも多い。

一側肺にのみ限局 してい るものは中葉症候群100%・

一過性浸潤95%,結 核90%,気 管支拡張症68%で

拡張症 に両側性 の ものが 多い 。内側肺野 に多 く認 め られ

る ものは中葉症候群100%,拡 張 症95%・ 一 過 性

浸潤68%で あ り,結 核 は内側 と外側相 半ば していた・

前 側肺 野に多い ものは 中葉症候群100%・ 一過 性浸潤

77%で あ り,後 側 肺野に 多い ものは 結核60%と 拡

張症58%で ある・

2)陰 影 の性質

不均等陰影 は拡張症95%に 多 く,均 等陰影は 一過

性浸潤77%に 多い 。辺縁の ぼや けあ るものは 一過性

浸潤86%,中 葉症候群86%,拡 張症64%,結 核

50%で あ る。陰影濃度 の濃 い部分 を含 んでい るものは

結核90%が もっ とも多 く,他 疾患 には陰影 の うす い も

のが多い。 まわ りに撒布 巣を有 す るものは結核 に90%,

拡張症に89%あ り,そ の うち 陰影全体が 細かい撒 布

巣 のみか らな るもの は拡張症に34%み られた。

3)含 併所見 の特徴

陰影 中に石灰沈着の認め られ る ものは結 核に10%,

表5C群:主 として下肺野に病影 を有す るもの

肺門部に石灰沈 着が あって陰影 と関係 あ りと考 え られ る

ものが拡張症 と中葉症候群 にそれぞれ7%あ った。病

巣に収縮 像 のみ られた ものは結核10%,拡 張症9%,

中葉症候群7%で,透 亮 像は結核 に30%,拡 張症 に

13%あ り,索 状像 は拡張症 に棒状36%,線 状33%

が み られた。肺紋理 不整像 のみ られ る ものは多 く,結 核

に60%,拡 張症 に91%,中 葉症候群に79%,一 過

性浸潤に14%認 め られた。

総 括

1.結 核 と非結核性疾患 との肺 内出現部位には その頻

度 の うえに著 しい違 いがあ り,肺 尖 よ り上肺 野にか けて

は結核 が90%以 上 を占め るのに 対 して,下 肺野では

非結核 が80%近 くを占め,結 核 は20%内 外にす ぎ

ない 。

工[.A群

1)結 核 性主病巣 は上肺 野(76%),外 側(63%),

後肺(77%)に 多 く,主 病巣 は小 さい もの(47%)が

多 く,主 病巣の周辺に撒布巣が ある。陰影は不均等(66

%),濃 度 の 濃い部分 を 有 し(67%),空 洞(48%),

収縮像(14%),石 灰沈着 を含 む傾 向にあ り,巣 門結合

も高率 であ る。

2)一 過性浸潤は中肺野 よ り下79%,内 側67%,

前 肺野67%に 好発 し,中 等大(47%)で 撒布巣の少

ない孤立性 の ものが 多い 。陰影 は うす く(74%),均 等

(74%),ぼ やけ(100%)が あ る。透亮,収 縮,石 灰

沈着,巣 門結 合,肺 門腺腫脹 を 伴 わない のが 特徴で あ

る。
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3)肺 化膿症 は肺尖 に少 な く,後肺野 に多い(60%)。

病巣 は孤立性(88%)で 大病巣が 多い(87%)。 陰影

は均等(83%)で 全体 に濃 く(100%),辺 縁 にぼやけ

が ある(93%)。 空洞47%,巣 門結 合71%あ り,

収縮像少 な く(7%),石 灰沈着,肺 門腺腫脹はない。

皿.B群

1)結 核:左 右対称的で全肺野均等分布 の播種型の も

の もあ るが,偏 側 のみ(18%),拡 り中等 度 以 下(40

%),非 対 称的(49%),上 肺野 に 密(74%),不 規則

に粗密 あ り(27%)等 も特徴 に 数 え られ る。 肺尖部 の

密(90%)な 点 も特徴 であ る。 大 きさは 粟粒大 以下

(62%)で 塊状像 を 有 し(66%),ま たは 空洞 が あ り

(16%),個 々の撒布巣 に 新 旧があ り(41%),石 灰沈

着 巣を混 じえてい る(30%)。 気腫像(16%),肋 膜 腓

脂(18%)を 合併す るもの もあ る。 経過 としては 治療

に よ り変化 す る ものが多い。

2)塵 珪肺:両 側対称 的(95%)で 拡 り高 度(100%),

上 または中肺野に密(81%),外 側に密(57%)で あ

るが,肺 尖 は粗(85%)で あ る。 均等 分布 す るもの も

あ る(19%)。 大 きさは平等(80%)で 粟粒大以下(70

%),融 合 または塊状像 を有 し(60%),撒 布巣に ぼや

けな く,新 旧 も平等であ り,ブ ラ(15%),気 腫(10

%)を 伴 う。両側肺門腺腫(20%)も 特徴で ある。 経

過 は治療 によつて変化 しない点が特徴で ある。

3)慢 性気管枝炎:両 側 で 対称 的(89%)で 拡 り中

以下32%も あ り,中 野 または 下野 に多 く(92%),

内側 に密 に分布 す るものが85%で 多 く,肺 尖 は 粗で

あ る。気管枝走行 に 一致 して配列 す るものが 多い(63

%)。 大 きさ不平等(58%)で 粟粒 大以下の ものが多 く

(68%),索 網状 を呈 す るもの58%あ り,陰 影 にぼや

けあ るもの(37%)も あ る。陰影 に新旧な く,石 灰化,

肺 門腺腫 はないが,気 腫像 も多い(37%)。 経過 は抗生

剤 に よ り一時減少 して も再び もとにか え り,結 局は不変

の ものが多い。

4)気 管支拡 張症:偏 側 性(55%),非 対称 的(78

%)で,塊 状像(56%),索 網状像(56%)が 著 明。

その他はほぼ気管枝炎 に似てい る。

5)サ ル コイ ドージス:両 側対称 的(100%)で 中肺

野(67%),内 側(83%)に 密 であ るが,肺 尖 は粗,

全肺 に均等分布 す るもの(33%)も あ る。 大 きさは平

等 の もの(67%),粟 粒大 まで(67%),陰 影 のぼやけ

(50%),両 側肺 門腺腫 脹(83%)。 経過 は 減少(66

%),増 加(17%),不 変(17%)等 であ る。

IV.C群

1)結 核:他 疾 患に比 べて下野だけでな く上,中 野に

も副病巣の ある ものが多 く(40%),偏 側のみ(90%),

後肺野(60%)の ものが多い。 陰影の均等性 と ぼやけ

の有無 は一定 しないが,濃 い もの多 く(90%),石 灰沈

着 を混 じえ(10%),撒 布巣が あ り(90%),収 縮像

(10%),空 洞(30%)も ある。

2)気 管支拡張症:下 野 のみ91%,偏 側 のみ68%,

内側95%,後 肺野58%,不 均等陰影95%で ぼや

け64%あ り,陰 影 は うす い(64%)。 撒布巣 は89%に あ

り,細かい撒布 性病巣 のみか らな るもの89%,ブ ラ11%,

棒状 ないし線状陰影 を 呈 す るもの(69%)が 多い。 肺

紋理 不整 も特徴 的であ る。

3)中 葉症候群:右 側,内 側,前 肺 野にあ るのは もち

ろんであ るが,均 等 陰影50%,ぼ やけ86%,陰 影 は

うす く(79%),肺 紋 理不整があ る(79%)。

4)一 過性肺浸潤:偏 側性で 内側,前 肺野に あ り(75

%),均 等(75%)で ぼや け(95%)あ り,う すい(60

%)。 他の合併症 はないのが特徴 とい える。

む す び

胸部 レ線所見に よる結核 と非結核 との鑑別点 を見 出だ

す ための試 みの手始 め として,比 較 的単純 な レ線所見 を

呈す る疾患 を対象 としたが,こ れ ら各疾患 の レ線所見 の

特徴 を知 ることによつて,あ る程度 の確か らし さを もっ

て,レ 線 写真 によ る鑑別診断 が可能 とな ると考 え られ,

さ らに進 めて,よ り複雑 な所 見を呈 す る疾患 の鑑別診断

にまで到達 で きるよ う希望 す る。

終 りに終始 御指導 を賜 わった結研岩 崎龍郎先 生 と一健

渡辺博先生 に感 謝いた します 。


